成人期における知的障害者の「親離れ子離れ」における変化とその要因 ―「性と生」を学ぶ軽度知的障害のあるひとによる劇団活動を通して― by 松本 和剛
1 問題意識
知的障害者の ｢親離れ子離れ｣ は, ｢自立｣ の問題
を含め社会的背景の影響を受けながら特に近代以降に










ための幅, 例えば ｢日常生活における機会｣ や ｢雇用
や教育における機会｣ (定藤 1994) は, 障害のない人
の人生におけるそれと同等にもつことがひとつの重要
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論文要旨
知的障害者の ｢親離れ子離れ｣ は, ｢自立｣ の問題を含め社会的背景の影響を受けながら近代以降に問題と
なり, 親からの ｢自立｣ に課題を抱える社会的な親子間の問題である. 研究の目的は, 劇団活動を通じて ｢性
と生｣ について学ぶ成人期の軽度知的障害者と障害のない親の ｢親離れ子離れ｣ における変化とその要因を明
らかにすることである. 研究対象は単に障害のある人ではなく, 演劇活動を通して ｢性と生｣ を学んでいる人
である. エピソード記述により, ｢性と生｣ について学ぶ知的障害のある人とない親, そしてその支援者から
のエピソードを積み重ね, ｢親離れ子離れ｣ を促進するキーワードを抽出した. 調査の結果, 各要因は ｢恋愛｣
｢仲間｣ ｢母｣ ｢自分｣ の 4つのキーワードと, それらを支える要因に分類できた. ｢親離れ子離れ｣ には, 人を
好きになれる力, すなわち ｢恋愛｣ できることが重要であり, ｢恋愛｣ 学習の重要性が明らかにされた. また,
｢親離れ子離れ｣ には, ｢性と生｣ の学びを受けている ｢仲間｣ の存在が重要であり, 仲間づくりの重要性が明
らかにされた. 以上のことから ｢性と生｣ の学びは ｢親離れ子離れ｣ を促進する要因であり, ｢性と生｣ を学
ぶ ｢仲間｣ は仲間集団を形成しながら, 横関係だけではなく ｢教える教えられる｣ という信頼できる縦関係を
含めた中で, 演劇活動や学習を通して ｢恋愛｣ する力をつけながら少しずつ ｢親離れ子離れ｣ することが明ら
かになった.
キーワード：知的障害, 親離れ子離れ, 性と生, 劇団活動, エピソード記述





The Changes and their Factors in "Parent-Child Separation"
of the People with Intellectual Disability intheir Adulthood :
Through the Activities of the Drama Groups consisting of People
with Light Intellectual Disability who are Learning about "Sexuality"





つ. その障壁のひとつに ｢親離れ子離れ｣ 問題がある.














1 ) ｢親離れ子離れ｣ の定義
本研究において ｢親離れ子離れ｣ をあえて厳密に定






れ｣ の操作的定義を以下とする. 森口 (2015：166-
198) は知的障害者 (以下, 仲間2)とする) の親元か
らの ｢自立｣ は, 将来何かが達成されることが重要で





性や, 親にとって ｢子離れ｣ は本来的にし難く, 親は
その辛さを経ることの意義を知ることが必要であると
述べている. そこで本研究では ｢親離れ子離れ｣ を,
子は自らもつ世界を広げようとしかつ親以外の他人か
ら支援を受け昼夜を問わず継続的に生活ができ, そし
て親は子からの ｢親離れ｣ を感じとり ｢子離れ｣ のし
難さを経験している現象, と仮に定義する.
2 ) ｢親離れ子離れ｣ と ｢性と生｣ の学びとの関係性
図 1から ｢子ども｣ が ｢大人｣ へと成長する過程に
は思春期・青年期があり, この時期に ｢性と生｣ の発
達がある. この節を乗り越えることにより ｢子ども｣




た人, 特に知的障害を併せもつ人にとり ｢性と生｣ の
発達のための学びは, ｢親離れ子離れ｣ の促進要因と
言えるのではないだろうか.
例えば, エリクソン (Telefonaktiebolaget LM
Ericsson) による発達段階は, 乳児期, 幼児期前期,
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図 1：｢親離れ子離れ｣ と ｢性と生｣ の関係図 (筆者作成)
























ている研究が多く (森口 2010, 2014, 2015；植戸
2012, 2013, 2015), 本人へのインタビューを通して
分析された研究は筆者が調べた限りない. そこで本研















劇団に所属する 2 人 (Cさん, Mさん) とその母
親, そして K支援者の計 5人である. Cさんは 25 歳
の女性で軽度の知的障害があり身体障害はない. M
さんは, 18 歳の男性で自閉性障害と軽度の知的障害





































田 1995) の手法を用いて ｢性と生｣ の学びを受けて
いる. 長い人で 12 年, 短い人でも 5 年以上活動して
いる. 療育手帳 A判定の団員もいるが, 医療的ケア
の必要な団員はいない. 劇団の練習時間は午前 9時半
から 12 時で, 発声練習や舞台で披露するダンス, さ
らに演劇の内容は ｢性と生｣ の学びに関するものであ
るために, 台本を理解するための ｢性と生｣ の学習会
がある. 舞台稽古もある. これまでに 8作を公演し,
現在は 2018 年 9 月にある 9 作目初演にむけて練習を
続けている.















Cさんには 60 代の父, 50 代の母, 90 代の祖母がお
り, 現在グループホームで暮らしている.
Cさんの No. 1-1, 1-3, 1-4 の ｢親離れ子離れ｣ に
おける変化 (表 3) は, ｢恋愛｣ に関することで共通
している. 同じ時期に同じ現象を体験しても, それぞ
れが感じた Cさんの変化と要因には相違があった.




母が感じた Cさんの変化は, ｢『恋愛』 には別れの





のできた ｢親子での旅行｣ や, ｢母のアドバイス｣ を
あげている. それ以上に重要な要因は 3 つ目の ｢『恋
愛』 での別れを理解する力が子にあった｣ ことである.
Cさんに ｢母のアドバイス｣ を理解する力がなければ,
この ｢『恋愛』 には別れのあることを知った｣ という
変化は, おこらなかったであろう. Cさんは劇団で
｢性と生｣ の学習を継続的に受けており, その成果と
してこの変化が起こったのである. 今回の ｢恋愛｣ は
うまくいかなかったが, ｢恋愛｣ していても別れて良
い, ということを子が体験し学べたことを, 母は良し




さんは ｢恋愛｣ に失敗したことで, 自身の力不足を感
じ ｢(劇団での ｢恋愛｣ 学習を) 重ねて, 自分で理解
をして, それでやっと自分に, 新しい彼氏ができるん
じゃないかなと思う｣ と述べている. 知的障害のない
人にとっても ｢恋愛｣ は難しいが, 知的障害のある人







｢『恋愛』 学習をする場の存在｣ は, 重要な間接的要因
である. ｢恋愛｣ の失敗を経験できたとしても, 知的
障害者の ｢恋愛｣ をサポートする人の存在や ｢恋愛｣
学習の場の存在がなければ, この変化は起こっていな
いであろう. すなわち ｢恋愛｣ 学習をしていたからこ
そ ｢恋愛｣ する力が備わり, この変化が引き起こされ

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































感じた Cさんの変化は, ｢『恋愛』 する力をつけ, 『恋
愛』 学習に積極的に臨むようになった｣ ことである.






背景に ｢子の 『自立』 を考えて行動する母の存在｣ が
あると捉えていた. この 2 つの要因は, ｢恋愛｣ をす
るための基盤である. ある程度の生活力や ｢自立｣ が
できなければ, 例えばデートをする日も親に決めても
らわなければならず, 親同伴のデートになるかもしれ
ない. このような事態を避けるためにも, ｢恋愛｣ す
るための基盤は必要である. 寄宿舎での生活や, 子の
｢自立｣ を考えて行動する母の存在は, ｢親離れ子離れ｣
を促進し, ｢恋愛｣ する力をつけさせた. またこれら
以上に重要な要因は, ｢劇団の仲間の中に憧れの存在
がいる｣ ことである. これにより, 積極的な気持ちで





るための ｢性と生｣ の知識, 言い換えれば ｢恋愛｣ す
るための基盤を必要とすることが言える.




Mさんは, 40 代の父母, 高校生の弟, 70 代の祖父
母 (父方) の 6人家族で暮らしている.
Mさんのエピソード No. 2-1, 2-2, 2-3 の ｢親離れ

























































































































人 (仲間) から助けられた｣ ｢作文による仲間集団の



















した形で表記している. 各要因は ｢恋愛｣ ｢仲間｣ ｢母｣
｢自分｣ の 4 つのキーワードと, それらを支える要因
に分類できた. ｢恋愛｣ や ｢仲間｣ は ｢母｣ や ｢自分｣






















































に支えられ, その全体は ｢寄宿舎での生活｣ ｢劇団に
入団できた｣ ｢仲間を育てた K支援者｣ により支えら
れていた. 重なるところとしては, ｢恋愛｣ と ｢仲間｣
の間で ｢憧れの人｣ ｢好きな仲間から助けられた｣ ｢仲
の良い異性の仲間｣ があった. ｢恋愛｣ と ｢母｣ の間
には ｢母のアドバイス｣ があり, ｢母｣ と ｢自分｣ の
間には ｢親子での旅行｣ ｢母は子を受け入れた｣ があっ
た. ｢仲間｣ と ｢自分｣ の間には ｢皆んなの前で自分
をさらけ出せた｣ があった. これまでは, 母の存在は
｢親離れ子離れ｣ の促進を阻害する要因であると考え







｢寄宿舎での生活｣ は ｢恋愛｣ ｢仲間｣ ｢母｣ ｢自分｣ の
基盤を大きく支えていることが明らかになった.
次に ｢『恋愛』 には別れのあることを知った｣ ｢『恋
愛』 の失敗から, 『恋愛』 学習の必要性をさらに感じ
た｣ ｢『恋愛』 する力がつき, 『恋愛』 学習に積極的に




の存在｣ ｢『恋愛』 学習をする場の存在｣ ｢仲間の中に
憧れの存在がいる｣ ことは重要な要因であった. 知的
障害のある人の ｢親離れ子離れ｣ には, 人を好きにな




を助ける存在へ｣ の変化に対し, ｢仲間｣ というキー
ワードが抽出された. 中でもこれらの変化を促すため
の, ｢他者を思いやることのできる仲間の存在｣ ｢仲間
からの声かけ｣ ｢過去に好きな人 (仲間) から助けら
れた｣ ｢作文による仲間集団の力｣ は重要な要因であっ
た. ｢仲間｣ は, ｢仲間を育てた K支援者の存在｣ ｢パ
ニックになった子を受け入れる体制が仲間にできてい
た｣ という要因からも分かるように, 学習をしている
｢仲間｣ であった. ｢親離れ子離れ｣ には, ｢性と生｣
の学びを受けている ｢仲間｣ の存在が重要であり, 仲
間づくりの重要性が明らかにされた.
最後に, ｢性と生｣ の学びは ｢親離れ子離れ｣ を促



















1 ) ｢性と生｣ とは, "Sexuality" の訳語である.
"Sexuality" は, 1999 年世界性科学会会議で採択された
｢性の権利宣言｣ (World Association For Sexual
Health 2016) に準拠する.
2 ) 本研究の協力者である劇団では, 知的障害者のことを
｢仲間｣ と呼ぶ.
3 ) このケースにおける ｢性と生｣ の学習は, 好きな人と
の ｢おつき合いの方法｣ である. 学習内容としては, 自
分の気持ちをどのように相手に伝えれば良いのか, さら
に断られたときは ｢諦める｣ などがある. このような学
習を通じて仲間は他者とのつきあい方を学び, 親以外の
他者と過ごす時間が増え ｢親離れ子離れ｣ が促される.
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